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○ 山口県漁港管理条例施行規則 

昭和三十五年九月一日 

山口県規則第七十一号の二 

山口県漁港管理条例施行規則をここに公布する。 

山口県漁港管理条例施行規則 

（趣旨） 

第一条 この規則は、山口県漁港管理条例（昭和三十五年山口県条例第四十七号。以下

「条例」という。）の施行について必要な事項を定めるものとする。 

（昭四八規則三二・一部改正） 

（漁港施設の保全に係る届出等） 

第二条 条例第三条第一項の規定による届出をしようとする者は、甲種漁港施設滅失届

（別記第一号様式）又は甲種漁港施設損傷届（別記第一号様式）を次の表の上欄に掲げ

る漁港の区分に従い、同表の下欄に掲げる処分庁に提出しなければならない。 

漁港 処分庁 

徳山漁港 知事 

仙崎漁港及び川尻漁港 山口県長門農林水産事務所長 

萩漁港、江崎漁港及び見島漁港 山口県萩農林水産事務所長 

（平三〇規則五四・全改） 

第三条 条例第四条第二項の規定による承認を受けようとする者は、行為制限区域内工事

承認申請書（別記第二号様式）又は行為制限区域内作業承認申請書（別記第二号様式）

を前条の表の上欄に掲げる漁港の区分に従い、同表の下欄に掲げる処分庁に提出しなけ

ればならない。 

（昭四八規則三二・全改、平一二規則七二・平三〇規則五四・一部改正） 

第四条 条例第四条第二項ただし書に規定する規則で定める場合は、次のとおりとする。 

一 水産物加工用又は漁具乾燥用の仮設物を建設しようとするとき。 

二 漁船、漁具又は水産物の保管のための仮設物を建設しようとするとき。 

三 船舟の巻揚機を仮設しようとするとき。 

四 漁港工事のための仮設物を建設しようとするとき。 

五 非常災害のため必要な応急措置として行なう行為をしようとするとき。 

（昭四八規則三二・一部改正） 

（危険物等の荷役の許可の申請） 
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第五条 条例第七条第二項の規定による許可を受けようとする者は、危険物等荷役許可申

請書（別記第三号様式）を第二条の表の上欄に掲げる漁港の区分に従い、同表の下欄に

掲げる処分庁に提出しなければならない。 

（昭四八規則三二・全改、平一二規則七二・平三〇規則五四・一部改正） 

（危険物等の種類） 

第六条 条例第七条第一項に規定する危険物等の種類は、次のとおりとする。 

一 港則法施行規則の危険物の種類を定める告示（昭和五十四年運輸省告示第五百四十

七号）別表に掲げる物 

二 食品衛生法（昭和二十二年法律第二百三十三号）第四条に規定する食品又は添加物

であつて同法第六条各号に掲げるもの 

三 毒物及び劇物取締法（昭和二十五年法律第三百三号）別表第一及び別表第二に掲げ

る物であつて医薬品以外のもの 

四 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成十年法律第百十四

号）第六条第二項に規定する一類感染症、同条第三項に規定する二類感染症又は同条

第四項に規定する三類感染症の病原体に汚染され、又は汚染された疑いがある物 

（平一一規則三六・平一六規則四〇・一部改正） 

（利用の届出） 

第七条 条例第十一条の規定による届出（条例第十五条第一項第一号の規定により指定管

理者が受理するものを除く。）をしようとする者は、次の各号に掲げる区分に従い、そ

れぞれ当該各号に定める様式による届出書を第二条の表の上欄に掲げる漁港の区分に従

い、同表の下欄に掲げる処分庁に提出しなければならない。 

一 各種漁港施設の敷地（護岸、岸壁等を含む。）を利用しようとする場合 別記第四

号様式 

二 船舟を泊地に停泊させ、又は岸壁若しくは物揚場に係留しようとする場合 別記第

五号様式 

（昭四八規則三二・全改、平一二規則七二・平一七規則一一九・平三〇規則五

四・一部改正） 

（占用の許可の申請） 

第八条 条例第十二条第一項の規定による許可を受けようとする者は、次の各号に掲げる

区分に従い、それぞれ当該各号に定める様式による申請書を第二条の表の上欄に掲げる

漁港の区分に従い、同表の下欄に掲げる処分庁に提出しなければならない。 
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一 占用が工作物の設置を伴わない場合 別記第六号様式 

二 占用が工作物の設置を伴う場合 別記第七号様式 

（昭四八規則三二・全改・平一二規則七二・平三〇規則五四・一部改正） 

（占用等の協議） 

第九条 前条の規定は、条例第十二条第四項の規定による協議について準用する。 

（昭四八規則三二・全改、平一二規則七二・平一七規則一一九・一部改正） 

（占用の廃止等の届出） 

第十条 条例第十二条第一項の規定による許可を受けた者は、占用の期間が満了し、又は

占用の期間内においてその占用を廃止したときは、原状に復するとともに、その満了又

は廃止の日から十日以内に甲種漁港施設占用期間満了届（別記第八号様式）又は甲種漁

港施設占用廃止届（別記第八号様式）を第二条の表の上欄に掲げる漁港の区分に従い、

同表の下欄に掲げる処分庁に提出しなければならない。 

（昭四八規則三二・追加、平一二規則七二・平三〇規則五四・一部改正） 

（応募の時期及び方法等についての公告） 

第十一条 条例第十六条第二項の規定による公告は、次に掲げる事項について、山口県報

に登載して行うものとする。 

一 指定管理者に管理を行わせようとする甲種漁港施設の概要 

二 指定管理者が行う管理に関する事務の内容 

三 指定しようとする期間 

四 応募者に必要な資格に関する事項 

五 応募の方法及び期間 

六 前各号に掲げるもののほか、知事が必要と認める事項 

（平一七規則一一九・全改） 

（応募の手続） 

第十二条 条例第十六条第三項の事業計画書には、次に掲げる事項を記載しなければなら

ない。 

一 応募者の主たる事務所の所在地並びに名称及び代表者の氏名 

二 応募に係る甲種漁港施設の名称及び場所 

三 甲種漁港施設の管理に係る事業計画 

２ 条例第十六条第三項の規則で定める書類は、次に掲げる書類とする。 

一 定款、寄附行為、規約その他これらに類する書類 



4/12 

二 法人にあつては、登記事項証明書 

三 甲種漁港施設の管理に係る収支予算書 

四 事業計画書を提出する日の属する事業年度の前事業年度の事業報告書又はこれに類

する書類 

五 貸借対照表及び損益計算書又はこれらに類する書類 

六 前各号に掲げるもののほか、知事が必要と認める書類 

（平一七規則一一九・追加） 

（指定の公示） 

第十三条 条例第十六条第八項の規定による公示は、次に掲げる事項について、山口県報

に登載して行うものとする。 

一 指定管理者に管理を行わせる甲種漁港施設の名称及び場所 

二 指定管理者の名称及び主たる事務所の所在地 

三 指定管理者が行う管理に関する事務の内容 

四 指定の期間 

（平一七規則一一九・追加） 

（遵守事項） 

第十四条 甲種漁港施設を利用する者（以下「利用者」という。）は、次に掲げる事項を

遵守し、甲種漁港施設の設置の目的に沿つて、これを利用しなければならない。 

一 甲種漁港施設を損傷し、又はそのおそれのある行為をしないこと。 

二 他の利用者に迷惑を及ぼす行為をしないこと。 

三 前二号に掲げるもののほか、知事が甲種漁港施設の管理のため必要があると認めて

定めた事項 

（平一七規則一一九・追加） 

（その他） 

第十五条 この規則に定めるもののほか、条例第一条に規定する漁港の維持管理について

必要な事項は、別に定める。 

（平一七規則一一九・追加） 

付 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和四八年規則第三二号）             （以下、省略） 
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